
ふ
く
し
ま
県
人
会
だ
よ
り 

  
 

 

 
 福

島
県
人
会
北
海
道
連
合
会 

 
 
 
 
 
 

会
長 

田
中 

四
郎 

 

       

 

年
号
が
令
和
に
変
わ
っ
た
五
月
十
八

日
、
第
四
十
七
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連

合
会
総
会
、
懇
親
会
が
旭
川
市
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

御
来
賓
と
し
て
、
福
島
県
副
知
事
鈴
木

正
晃
様
、
福
島
県
議
会
副
議
長
柳
沼
純
子

様
、
北
海
道
上
川
総
合
振
興
局
副
局
長
今

井
敏
文
様
、
旭
川
市
長
西
川
将
人
様
、
衆

議
院
議
員
佐
藤
英
道
様
、
参
議
院
議
員
若

松
謙
維
様
、
北
海
道
議
会
議
員
東
国
幹
様
、

福
島
県
県
民
広
聴
室
長
鈴
木
正
彦
様
を

御
迎
え
し
て
、
さ
ら
に
道
内
各
地
県
人
会

か
ら
大
勢
の
会
員
の
皆
様
の
御
参
加
を

い
た
だ
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
催

担
当
の
旭
川
福
島
県
人
会
の
佐
藤
会
長

を
は
じ
め
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
御
努

力
、
御
協
力
の
お
蔭
で
全
て
の
行
事
が
無 

事
に
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

総
会
で
全
て
の
事
案
が
審
議
さ
れ
、
出

席
会
員
の
皆
様
か
ら
承
認
を
得
た
所
で

ご
ざ
い
ま
す
。
式
典
の
部
で
は
、
美
幌
福

島
県
人
会
会
長
近
藤
康
弘
様
に
知
事
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
連
合
会
会
長

表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様

に
は
、
改
め
て
御
祝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

連
合
会
行
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

年
も
五
月
十
一
日
、
函
館
福
島
県
人
会
行

事
に
よ
る
、
明
治
二
年
箱
館
戦
争
の
会
津

藩
士
の
慰
霊
碑
が
あ
る
高
龍
寺
内
の
傷

心
惨
目
碑
前
の
法
要
に
、
長
谷
川
所
長
と

参
列
し
て
線
香
を
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
丸
八
年
経
過
の
母
県

福
島
県
は
震
災
の
復
興
は
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
我
国
初
め
て
の
原
子
力
発
電
所

の
事
故
由
に
、
母
県
産
の
海
産
物
、
農
産

物
の
風
評
被
害
は
、
ま
だ
ま
だ
解
消
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
道
内
各
県
人
会
の
皆
様

に
は
、
変
わ
ら
ぬ
福
島
県
へ
の
御
支
援
と

情
報
の
発
信
に
今
後
共
御
協
力
を
賜
り

ま
す
様
に
御
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

第
四
十
五
回
福
島
県
人
会
北
海
道 

連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

第
四
十
七
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連

合
会
総
会
が
、
旭
川
市
の
「
ア
ー
ト
ホ
テ

ル
旭
川
」
で
、
五
月
十
八
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鈴
木
福
島
県
副
知
事
を
は
じ
め
と
し

た
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
道
内
県
人

会
か
ら
会
員
の
皆
様
等
、
合
計
八
十
九
名

が
出
席
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
事
業
計
画
や
予
算
が
承
認

さ
れ
、
次
回
の
総
会
開
催
を
函
館
福
島
県

人
会
が
担
当
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

式
典
で
は
、
長
年
県
人
会
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
皆
様
に
、
福
島
県
知
事
、
福
島

県
人
会
北
海
道
連
合
会
長
か
ら
の
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

懇
親
交
流
会
で
は
、
御
来
賓
の
方
々
等

か
ら
御
提
供
い
た
だ
い
た
福
島
県
産
日

本
酒
等
を
味
わ
い
な
が
ら
、
母
県
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
副
知
事
を
は
じ
め

と
し
た
御
来
賓
の
方
々
や
、
会
員
同
士
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
旭
川
福
島

県
人
会
の
皆
様
に
よ
る
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
る
と
と
も

に
、
ペ
ー
パ
ン
福
島
踊
り
保
存
会
の
皆
様

に
よ
る
ペ
ー
パ
ン
福
島
踊
り
、
北
海
盆
踊

り
も
披
露
さ
れ
、
最
後
に
は
、
参
加
者
全

員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

【
感
謝
状
受
賞
者
】 

福
島
県
知
事 

近
藤 

康
弘 

様
（
美
幌
町
） 

 福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
長 

石
幡 

秀
明 

様
（
札
幌
） 

栗
城 

新 

様
（
旭
川
） 

川
音 

隆
行 

様
（
旭
川
） 

照
井 

歌
子 

様
（
美
幌
町
） 

森
谷 

智
子 

様
（
美
幌
町
） 

五
島 

洋
子 

様
（
千
歳
） 

野
地 

重
信 

様
（
千
歳
） 

渡
邉 

治 

様
（
千
歳
） 

白
岩 

隆 

様
（
千
歳
） 

星 

輝
雄 

様
（
千
歳
） 

渡
辺 

健
治 

様
（
苫
小
牧
） 
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福
島
県
人
会
旭
川
に
集
う 

  

千
歳
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

会
員 

上
田 

政
則 

 

令
和
元
年
五
月
十
八
日
天
気
快
晴
風

強
し
。 

苫
小
牧
福
島
県
人
会
の
皆
さ
ん
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
（
白
老
観
光
バ
ス
）

道
中
楽
し
く
旅
さ
せ
て
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

福
島
と
縁
の
あ
る
人
、
福
島
が
大
好
き

な
人
、
福
島
の
酒
が
大
大
大
好
き
な
人
、

ふ
る
さ
と
を
同
じ
く
思
う
方
々
が
こ
こ

旭
川
に
集
合
し
春
の
訪
れ
の
よ
う
に
再

会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
歌
あ
り
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
あ
り
、
近
況
報
告
楽
し
く
語
ら
い
、

素
晴
ら
し
い
一
夜
を
過
ご
す
事
が
で
き

旭
川
の
皆
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。 

ペ
ー
パ
ン
踊
り
の
言
葉
を
聞
い
た
と

き
何
語
（
ア
イ
ヌ
民
族
の
言
葉
）
米
飯
と

の
こ
と
、
ペ
ー
パ
ン
踊
り
は
ま
さ
に
開
拓

の
歴
史
そ
の
も
の
で
し
ょ
う
。
今
で
も
目

を
閉
じ
る
と
先
人
の
苦
労
、
喜
び
、
開
拓

精
神
が
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
ペ
ー
パ
ン
福
島
県
人
会
、

ペ
ー
パ
ン
福
島
踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
近
に
な
い
感

動
で
し
た
。
町
の
居
酒
屋
で
も
ペ
ー
パ
ン

踊
り
は
旭
川
市
民
が
知
っ
て
い
る
と
聞

き
何
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
か
。
北
海

道
で
福
島
県
の
歌
、
踊
り
等
ど
の
く
ら
い

保
存
（
継
承
）
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
一
度
確
認
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

先
日
あ
る
会
議
で
自
己
紹
介
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
出
身
は
福
島
の

会
津
で
趣
味
は
〇
〇
で
す
」
会
津
の
身
不

知
柿
の
話
、
干
し
柿
の
天
ぷ
ら
、
イ
ナ
ゴ

の
佃
煮
等
の
話
を
自
慢
げ
に
話
を
し
て

い
ま
し
た
ら
、
顔
は
存
じ
上
げ
て
い
る
の

で
す
が
お
話
し
た
こ
と
は
な
く
私
の
前

に
来
て
、
Ｋ
氏
が
「
私
の
父
も
福
島
の
会

津
出
身
で
す
」「
医
者
に
し
た
く
息
子
を

連
れ
て
猪
苗
代
の
記
念
館
を
訪
れ
、
野
口

英
世
の
偉
大
さ
を
話
し
聞
か
せ
て
あ
げ

ま
し
た
」「
お
蔭
様
で
そ
の
息
子
が
医
者

に
な
り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
、
努
力
さ
れ

た
息
子
さ
ん
も
立
派
で
す
が
、
福
島
を
誇

り
に
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
嬉
し
く
心

温
ま
る
話
で
し
た
。 

千
歳
は
自
衛
隊
の
町
で
特
に
九
州
、
東

北
等
の
出
身
者
が
多
く
（
東
北
六
県
＋
新

潟
県
）
で
年
に
一
度
親
睦
会
を
実
施
し
意

見
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
年
末
に

は
二
十
県
ほ
ど
が
集
ま
り
郷
土
自
慢
の

餅
つ
き
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
わ
が

県
の
ヨ
モ
ギ
餅
が
市
民
に
は
大
好
評
で

す
よ
。 

こ
の
故
郷
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
が
難
し
い
で
す

ね
。
苫
小
牧
県
人
会
の
よ
う
に
桃
の
販
売

で
福
島
県
、
苫
小
牧
市
民
に
喜
ば
れ
て
い

る
と
の
こ
と
、
目
的
を
共
有
で
き
れ
ば
若

い
人
も
入
会
し
県
人
会
も
活
気
に
満
ち

て
く
る
の
で
は
。 

次
回
は
戊
辰
戦
争
最
後
の
地
、
函
館
で

す
。
函
館
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

ソ
ヨ
の
ふ
る
さ
と 

  

旭
川
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

会
員 

原
武 

ふ
み
え 

 

道
北
・
美
深
の
市
街
地
か
ら
六
キ
ロ
ほ

ど
北
上
し
た
斑
渓
地
区
は
、
明
治
四
十
年

に
福
島
県
よ
り
三
十
戸
が
移
住
し
、
児
島

農
場
の
小
作
人
と
な
っ
て
本
格
的
な
開

拓
が
進
め
ら
れ
た
農
村
で
あ
る
。 

祖
母
原
武
ソ
ヨ
の
旧
姓
は
羽
山
。
明
治

十
一
年
、
福
島
県
双
葉
郡
双
葉
町
大
字
細

谷
字
陣
場
澤
生
。
萱
濱
村
字
蔵
前
生
ま
れ

の
夫
伊
助
と
共
に
大
正
二
年
に
中
富
良

野
村
へ
入
植
し
て
い
る
。 

昭
和
二
十
二
年
、
私
の
家
族
は
美
深
の

街
で
暮
ら
す
こ
と
に
、
ソ
ヨ
の
き
ょ
う
だ

い
、
親
戚
が
斑
渓
地
区
で
農
業
を
営
ん
で

い
た
。
神
社
の
お
祭
り
に
遊
び
に
行
き
斑

渓
小
学
校
の
広
場
へ
、
蛍
と
ぶ
田
ん
ぼ
道

を
歩
い
て
演
芸
会
を
見
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
。 

双
葉
町
に
は
ソ
ヨ
の
実
家
（
本
家
）
が

【知事感謝状を受賞される近藤様】 【懇親交流会での「ふるさと」の合唱】 
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あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
が
私
と
の
交
流

は
な
い
。
ま
た
い
と
こ
に
あ
た
る
札
幌
在

住
の
志
村
せ
い
子
さ
ん
が
交
流
を
し
て

お
り
、
３
・
１
１
前
に
訪
問
し
、
親
交
を

深
め
て
い
る
。 

あ
の
日
は
、
平
穏
な
道
北
で
も
た
だ
な

ら
ぬ
揺
れ
で
あ
っ
た
。
大
地
震
、
大
津
波
、

原
発
事
故
は
、
福
島
の
血
を
受
け
つ
ぐ
私

に
と
っ
て
、
未
だ
に
息
を
の
む
出
来
事
と

な
っ
て
い
る
。 

福
島
県
の
地
図
を
広
げ
て
み
る
。
第
一

原
発
は
双
葉
町
と
大
熊
町
の
境
に
あ
る

よ
う
に
見
え
る
が
双
葉
町
に
建
っ
て
い

る
。
せ
い
子
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
羽
山
家

は
ゴ
ル
フ
場
を
持
ち
、
事
業
を
経
営
さ
れ

て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
全
町
避
難
の

も
と
栃
木
県
那
須
町
へ
疎
開
し
、
い
ま
で

は
そ
の
地
に
家
を
建
て
生
活
さ
れ
て
い

る
と
の
情
報
で
あ
る
。 

―
『
事
故
か
ら
七
年
、
今
な
お
帰
還
困

難
区
域
に
指
定
さ
れ
た
住
民
は
許
可
な

く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
「
福
島
民

報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り
抜
粋
』
― 

昭
和
三
十
一
年
、
八
十
歳
で
死
去
し
た

ソ
ヨ
は
六
つ
で
子
守
に
出
さ
れ
た
と
言

っ
て
い
た
が
、
私
に
そ
の
後
の
生
い
立
ち

を
質
問
す
る
知
恵
も
な
く
死
な
れ
て
し

ま
っ
た
。
断
片
的
に
聞
い
た
の
は
、
浪
江
、

小
名
浜
、
原
ノ
町
、
郡
山
、
相
馬
野
馬
追

い
。
小
話
は
、
川
原
に
い
た
と
い
う
「
か

あ
ら
ん
ば
ぁ
さ
ん
」。
奇
妙
な
お
囃
子
こ

と
ば
「
ソ
ウ
ロ
タ 

ソ
ロ
タ 

キ
ッ
カ
タ

ブ
ッ
シ
ャ 

ソ
ロ
タ
」
が
想
い
出
さ
れ
る
。 

 

友
と
の
別
れ 

 

札
幌
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 

副
会
長 

船
山 

一 

  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二

時
四
十
六
分
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
東
北

大
震
災
か
ら
、
五
年
目
を
迎
え
た
早
春
の

頃
、
私
の
携
帯
に
、
遠
く
離
れ
た
福
島
と

札
幌
と
で
人
生
の
喜
怒
哀
楽
を
共
に
歩

ん
で
来
た
竹
馬
の
友
が
、
帰
ら
ぬ
旅
へ
と

立
た
れ
た
と
の
訃
報
の
知
ら
せ
が
届
い

た
の
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
彼
の
口
癖

は
い
つ
お
逢
い
し
た
時
で
も
、
人
間
い
つ

か
は
死
を
迎
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
境
遇

や
場
で
あ
っ
て
も
、
友
情
と
絆
そ
し
て
笑

顔
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
を
送
っ
て

い
き
た
い
。
そ
の
彼
の
言
葉
は
座
右
の
銘

の
中
の
人
生
訓
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 

彼
は
日
常
生
活
の
中
に
あ
っ
て
も
、
有

言
実
行
の
男
だ
っ
た
。
お
別
れ
の
と
き
、

安
置
さ
れ
た
彼
の
顔
を
私
は
そ
っ
と
覗

い
た
。
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
た
。
そ
の
情
景
か
ら
は
、
元
気
だ
っ

た
頃
の
表
情
が
思
い
出
さ
れ
る
。
し
か
し

返
事
な
ど
は
あ
り
得
な
い
が
、
い
つ
も
の

君
は
、
間
髪
入
れ
ず
に
速
返
事
が
返
っ
て

き
た
の
に
…
ま
た
彼
の
風
呂
好
き
は
、
仲

間
内
で
は
定
評
が
あ
っ
た
。 

口
癖
を
ま
た
想
い
出
す
。 

一
生
か
け
て
も
、
国
内
の
温
泉
を
廻
っ

て
、
そ
の
湯
舟
に
浸
か
り
た
い
。
そ
の
彼

の
言
葉
が
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
生
き
甲
斐

と
す
る
彼
自
身
の
生
き
方
で
も
あ
っ
た

よ
う
に
、
思
え
る
と
同
時
に
、
脳
裏
に
は

彼
の
湯
け
む
り
紀
行
な
る
も
の
が
描
か

れ
て
い
た
も
の
と
私
は
推
察
し
て
い
た
。 

還
暦
を
迎
え
た
頃
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、
旅
先
か
ら
の
音
信
で
、
草
津
の
湯
に

居
る
と
の
こ
と
、
話
は
こ
う
で
あ
る
。
恋

の
病
は
俺
に
は
無
縁
だ
が
、
い
ま
い
の
ち

の
泉
に
浸
か
っ
て
い
る
。
そ
の
生
命
力
と

生
き
て
い
る
喜
び
が
、
湯
舟
の
中
か
ら
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
彼
の

言
葉
が
、
私
の
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。
確

か
に
彼
は
湯
け
む
り
紀
行
か
ら
戻
る
度

に
、
生
き
る
元
気
を
い
た
だ
い
て
帰
っ
て

き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
し
か
し
私

は
、
彼
の
元
気
な
姿
を
二
度
と
見
受
け
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
。 

来
世
で
も
、
湯
け
む
り
紀
行
に
励
ん
で

居
る
こ
と
を
私
は
現
世
で
願
っ
て
い
る
。

そ
し
て
友
よ
、
安
ら
か
に
眠
っ
て
ほ
し
い
。 

 

 

 

美
幌
町
福
島
県
人
会
創
立
四
十
五
周
年

記
念
式
典
に
参
加
し
て 

 

美
幌
町
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

顧
問 

打
地 
健
一 

 

庭
の
木
々
の
芽
が
積
雪
少
な
い
の
に

春
の
日
々
が
待
ち
遠
し
い
早
春
の
美
幌

に
て
北
海
道
議
会
議
員
高
橋
文
明
様
、
福

島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
会
長
田
中
四

郎
様
ご
祝
辞
、
福
島
県
北
海
道
事
務
所
次

長
新
田
耕
作
様
を
迎
い
四
十
五
周
年
記

念
式
典
を
開
催
。
席
上
で
は
近
藤
会
長
よ

り
副
会
長
二
名
事
務
局
長
一
名
の
者
が

表
彰
さ
れ
、
又
、
近
藤
会
長
は
実
行
委
員

会
会
長
打
地
健
一
よ
り
表
彰
授
与
さ
れ

た
苦
労
が
報
わ
れ
た
感
じ
が
致
し
ま
す
。 

 

近
藤
康
弘
会
長
も
会
長
職
八
年
、
又
、

美
幌
町
福
島
県
人
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

等
の
発
展
に
尽
し
下
さ
れ
た
。
発
足
四
十

五
周
年
を
迎
え
た
事
は
会
員
一
同
慶
で

す
。 

 

東
北
震
災
の
時
に
は
母
県
を
想
い
、
涙

し
、
北
の
大
地
で
一
日
も
早
い
復
興
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
美
幌
町
福
島
県
人
会

益
々
発
展
の
た
め
心
機
一
転
躍
進
す
る

事
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
一
致
団
結

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

 

祝
賀
会
終
了
後
カ
ラ
オ
ケ
に
て
そ
れ

ぞ
れ
の
美
声
を
発
揮
し
て
会
員
一
同
絆

を
深
め
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 
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美
幌
町
福
島
県
人
会
創
立
四
十
五
周
年

を
迎
え
て 

  

美
幌
町
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

副
会
長 

前
崎 

孝
子 

  

美
幌
町
福
島
県
人
会
が
創
立
四
十
五

周
年
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
ら
れ
二

月
二
十
四
日
先
人
の
苦
労
を
忍
び
な
が

ら
美
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
式
典
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
席
で
北
海
道
議

会
議
員
高
橋
文
明
様
を
始
め
、
北
海
道
事

務
所
新
田
耕
作
様
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
ま
た
参
議
院
議
員
若
松
か
ね
し
げ
様
、

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
会
長
田
中

四
郎
様
か
ら
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

お
祝
い
の
言
葉
が
届
き
ま
し
て
こ
の
式

典
に
華
を
そ
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
事

に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
晴
れ
の
日
に
当
た
り
近
藤
会

長
は
打
地
顧
問
か
ら
、
前
崎
副
会
長
、
吉

田
副
会
長
、
大
竹
事
務
局
長
三
名
は
近
藤

会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
意
義
あ
る
創
立
四
十
五
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
の
も
、
先
輩
方
々
が
故
郷
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
今
日
ま
で
、
努
力
さ
れ

て
き
ま
し
た
賜
物
で
は
な
い
か
と
思
い

こ
れ
か
ら
も
こ
の
会
が
新
し
い
元
号
に

移
り
変
わ
り
ま
し
て
も
故
郷
へ
の
思
い

は
同
じ
で
あ
り
ま
す
の
で
次
の
代
ま
で

引
き
継
い
で
参
り
た
い
と
心
に
誓
い
式

典
が
無
事
終
わ
り
ま
し
て
、
そ
の
後
懇
親

会
に
は
い
り
と
て
も
和
や
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に

美
幌
町
福
島
県
人
会
副
会
長
吉
田
孝
さ

ん
の
締
め
に
て
こ
の
会
の
発
展
を
誓
い

創
立
四
十
五
周
年
記
念
す
べ
き
日
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

 

「
傷
心
惨
目
碑
前
祭
」
を
開
催 

  

函
館
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

事
務
局
長 

菅
野 

広
道 

 

 

箱
館
戦
争
で
戦
死
し
た
会
津
藩
士
を

供
養
す
る
「
傷
心
惨
目
碑
前
祭
」
を
今
年

も
五
月
十
一
日
（
金
）、
高
龍
寺
に
於
い

て
十
五
名
が
参
列
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

札
幌
か
ら
は
今
年
も
田
中
道
連
合
会
会

長
、
県
北
海
道
事
務
所
か
ら
は
新
任
の
長

谷
川
所
長
、
そ
れ
に
交
流
中
の
紺
野
函
館

宮
城
県
人
会
会
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

永
井
正
人
住
職
が
読
経
し
、
参
列
者
が

一
人
ず
つ
焼
香
し
、
箱
館
戦
争
で
犠
牲
と

な
っ
た
会
津
藩
士
を
偲
び
ま
し
た
。 

永
井
住
職
は
今
年
が
箱
館
戦
争
終
結

か
ら
百
五
十
年
の
節
目
に
な
る
こ
と
に

触
れ
、「
こ
こ
を
訪
れ
手
を
合
わ
せ
る
市

民
や
観
光
客
も
多
い
。
悲
し
い
事
件
の
礎

の
上
に
我
々
の
今
が
あ
る
。
過
去
を
忘
れ

ず
に
次
の
代
に
伝
え
る
こ
と
が
大
事
」
な

ど
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

碑
前
祭
は
昭
和
五
十
五
年
か
ら
続
け

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
会
員
の
郷
土
料
理
店
・
魚
来

亭
で
昼
食
会
を
開
催
し
歓
談
し
ま
し
た
。

碑
前
祭
の
模
様
は
翌
日
の
地
元
紙
で
も

報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

【高龍寺境内にて会津藩士を偲ぶ】 

【創立四十五周年記念式典祝賀会での集合写真】 

【表彰式の様子】 

【カラオケ大会の様子】 
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函
館
福
島
県
人
会
「
観
桜
会
」
を
開
催 

 

四
月
三
十
日
（
土
）
午
前
十
一
時
か
ら

五
稜
郭
タ
ワ
ー
内
の
「
旬
花
」
で
観
桜
会

を
開
催
、
会
員
十
一
名
と
交
流
中
の
函
館

宮
城
県
人
会
か
ら
二
名
の
十
三
名
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
た
満

開
の
五
稜
郭
公
園
の
桜
の
雰
囲
気
を
間

近
に
感
じ
な
が
ら
心
地
よ
い
酔
い
に
話

に
も
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

当
日
は
こ
の
度
の
市
議
選
で
当
選
さ

れ
た
小
山
会
長
と
島
幹
事
の
お
二
人
に

お
祝
い
の
花
束
が
贈
ら
れ
一
層
会
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

お
二
人
の
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

札
幌
県
人
会 

 

佐
々
木 

正 

様
（
出
身 

い
わ
き
市
） 

 

函
館
県
人
会 

 

櫻
井 

く
み 

様
（
出
身 

福
島
市
） 

紺
野 

進 

様
（
出
身 

札
幌
市
） 

 
 苫

小
牧
県
人
会 

 

小
山
田 
渚 

様
（
出
身 

石
川
町
） 

 

 

 全
国
新
酒
鑑
評
会
金
賞
受
賞
数 

七
年
連
続
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た 

 

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
が

開
催
し
て
い
る
平
成
三
十
酒
造
年
度
「
全

国
新
酒
鑑
評
会
」
に
お
い
て
福
島
県
か
ら

三
十
一
銘
柄
が
入
賞
、
う
ち
二
十
二
銘
柄

が
金
賞
に
選
ば
れ
、
金
賞
受
賞
数
で
全
国

一
位
と
な
り
ま
し
た
。 

金
賞
受
賞
数
で
全
国
初
の
七
年
連
続

第
一
位
、
通
算
九
度
目
の
日
本
一
と
な
り

ま
し
た
。
福
島
県
の
酒
造
業
者
の
高
い
技

術
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
作
り
上

げ
ら
れ
た
「
ふ
く
し
ま
の
酒
」
の
品
質
が

本
年
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
に
誇
れ
る
お
い
し
い
福
島
県
の

日
本
酒
を
皆
様
も
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。 

 

く
だ
も
の
消
費
拡
大
委
員
会
に
よ
る
北

海
道
で
の
も
も
の
Ｐ
Ｒ
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

  
七
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
十
八
日
（
木
）

の
三
日
間
、
北
海
道
内
（
札
幌
市
・
旭
川

市
）
に
て
福
島
県
く
だ
も
の
消
費
拡
大
委

員
会
に
よ
る
も
も
の
Ｐ
Ｒ
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
福
島
県
か
ら
は
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
（
五
十
嵐
ま
ゆ
み
さ

ん
、
遠
藤
優
佳
さ
ん
）
を
は
じ
め
、
主
要

産
地
で
あ
る
伊
達
市
や
国
見
町
、
全
農
福

島
県
本
部
、
ふ
く
し
ま
未
来
農
業
協
同
組

合
、
県
農
林
水
産
部
が
来
道
し
、
市
場
や

関
係
機
関
、
県
人
会
等
を
訪
問
し
、
旬
を

迎
え
る
福
島
県
産
も
も
の
お
い
し
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

 

【旭川県人会との懇談会】 【札幌県人会との懇談会】 

【傷心惨目碑前祭での集合写真】 

5 



福
島
県
産
も
も
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト 

「
ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
。in 

北
海
道
」 

を
開
催
し
ま
し
た 

 
 
 八

月
一
日
（
木
）
に
、
札
幌
市
内
で
福

島
県
産
も
も
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー

（
佐
藤
さ
わ
さ
ん
）
やHAPPY
ふ
く
し
ま

隊
が
駆
け
つ
け
、
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え

た
も
も
の
お
い
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。 

ス
テ
ー
ジ
で
は
、HAPPY

ふ
く
し
ま
隊

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
道
内
で
活
躍

す
る

HAPPY

少
女
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
も
も
の
試
食
提
供
の
ほ
か
、

も
も
や
も
も
ジ
ュ
ー
ス
、
ま
ま
ど
ー
る
な

ど
の
県
産
品
、
二
本
松
市
の
地
酒
「
人
気

酒
造
」
の
試
飲
販
売
を
行
い
、
多
く
の
方

が
お
い
し
い
福
島
の
お
酒
と
も
も
を
買

い
求
め
、
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
、
七
月
三
十
日
（
火
）
か
ら

八
月
四
日
（
日
）
に
か
け
て
、
札
幌
市
、

旭
川
市
及
び
函
館
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
延
べ
十
八
店
舗
で
福
島
県

産
も
も
の
店
頭
試
食
販
売
会
を
開
催
し
、

各
店
舗
と
も
お
い
し
い
福
島
の
も
も
を

買
い
求
め
る
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

  

 

  

福
島
県
北
海
道
事
務
所 

所
長 

 
 

長
谷
川 

利
嗣
（
出
身 

郡
山
市
）

 

 

４
月
か
ら
北
海
道
事
務
所
勤
務
と
な

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
４
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
総
会

や
各
地
区
の
県
人
会
総
会
な
ど
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
県
人
会
の
皆
様
に
は

と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

３
月
ま
で
は
、
人
事
委
員
会
事
務
局
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
県
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ど
の
業
務
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
働

き
方
改
革
と
い
う
と
な
ん
だ
か
仰
々
し

い
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
社
会
全

体
に
押
し
寄
せ
て
く
る
中
で
、
持
続
可
能

な
社
会
を
実
現
す
べ
く
、
国
を
挙
げ
て
こ

れ
ま
で
の
働
き
方
を
変
え
て
い
こ
う
と

す
る
働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
公
務
労
働
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
働
き
や
す

い
勤
務
条
件
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
の
制
度
改
変
を
担
当
し

て
お
り
ま
し
た
。 

家
族
は
、
県
職
員
で
あ
る
妻
と
、
東
京
で

暮
ら
し
て
い
る
大
学
４
年
生
の
娘
、
母
の

４
人
で
す
。
私
の
自
宅
は
郡
山
に
あ
り
、

県
職
員
生
活
の
大
半
を
、
県
庁
の
あ
る
福

島
市
ま
で
新
幹
線
で
通
勤
し
て
お
り
ま

し
た
。 

今
回
は
、
県
職
員
生
活
で
初
め
て
の
単
身

赴
任
生
活
と
な
り
ま
す
が
、
毎
日
、
真
駒

内
の
公
舎
か
ら
南
北
線
で
職
場
ま
で
地

下
鉄
を
使
っ
て
通
勤
す
る
と
い
う
、
大
都

会
札
幌
で
の
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
に
圧
倒
さ

れ
な
が
ら
も
、
美
し
い
木
々
の
緑
と
人
々

の
喧
噪
と
が
程
よ
く
調
和
し
た
こ
の
街

で
の
生
活
に
も
徐
々
に
慣
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
秋
を
経
て
、
厳
し
い
冬
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
北
海
道
の
四

季
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

北
海
道
に
は
も
と
も
と
知
り
合
い
も
な

く
、
皆
様
と
お
会
い
す
る
の
を
い
つ
も
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【札幌にてＰＲを行うミスピーチとＨＡＰＰＹふくしま隊】 【ももをプレゼントするミスピーチ（佐藤さわさん）】 
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